
【
抄
録
】

江
戸
時
代
初
期
に
隠
元
と
共
に
来
日
し
た
獨
湛
は
、
の
ち
に
黄
檗
山
萬

福
寺
第
四
世
と
な
る
。
作
福
念
仏
図
を
用
い
て
念
仏
教
化
を
し
た
と
こ
ろ

か
ら
念
仏
獨
湛
と
も
よ
ば
れ
る
彼
は
、
中
国
禅
浄
双
修
の
流
れ
を
汲
み
な

が
ら
も
、
日
本
浄
土
宗
の
高
僧
た
ち
と
も
交
流
を
も
ち
、
多
く
の
著
作
と

絵
画
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
著
作
は
語
録
と
伝
記
に
大
別
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
ら
を
蒐
集
し
全
集
と
し
た
上
で
本
稿
で
は
各
著
作
に
解
題
を

付
し
、
ま
た
若
干
の
考
察
を
加
え
、
獨
湛
研
究
の
基
礎
作
業
と
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
獨
湛
、
黄
檗
宗
、
隠
元
、
禅
浄
双
修

黄
檗
宗
萬
福
寺
開
山
隠
元
は
清
の
順
治
十
一
年
、
江
戸
の
承
応
三
年

（
一
六
四
五
）
六
月
二
十
一
日
、
弟
子
と
諸
種
の
職
人
三
十
人
と
共
に
厦

門
を
出
航
し
、
翌
七
月
五
日
に
長
崎
に
着
き
来
日
、
約
二
十
年
の
後
半
生

を
日
本
仏
教
の
た
め
に
尽
す
。
同
伴
し
た
弟
子
の
中
で
萬
福
寺
の
第
四
世

と
な
っ
た
獨
湛
は
、
浄
土
宗
や
西
山
浄
土
宗
の
僧
と
交
流
し
独
自
の
業
績

を
残
し
た
。
獨
湛
は
数
多
く
の
著
作
と
絵
画
）
1
（

を
残
し
て
い
る
。
そ
の
著
作

は
語
録
類
と
伝
記
類
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
各
著

作
に
解
題
を
付
し
、
ま
た
若
干
の
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。

◯
語
録
類

獨
湛
の
語
録
と
し
て
現
存
し
て
い
る
の
は
、『
初
山
獨
湛
禅
師
語
録
』

一
巻
、『
黄
檗
獨
湛
禅
師
語
録
』
九
巻
、『
梧
山
舊
稿
』
四
巻
、『
獨
湛
和

尚
全
録
』
三
十
巻
、『
當
麻
寺
化
佛
織
造
藕
絲
西
方
聖
境
圖
説
』
一
巻
、

『
開
堂
法
語
』
一
巻
、『
授
手
堂
浄
土
詩
』
一
巻
、『
初
山
勵
賢
録
』
一
巻
、

で
あ
る
）
2
（

。

そ
れ
ら
の
著
作
を
概
略
紹
介
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

黄
檗
僧
念
仏
獨
湛
の
著
作

田
中

実

マ
ル
コ
ス
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①
『
初
山
獨
湛
禅
師
語
録
』
一
巻
（
刊
本
）

浜
松
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
。
外
題
は
『
獨
湛
録
』
で
あ
る
が
、
内
題

は
『
初
山
獨
湛
禅
師
語
録
』。
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
刊
で
、
七
十
四

丁
の
書
籍
で
あ
る
。
駒
沢
大
学
図
書
館
に
も
『
初
山
獨
湛
禪
師
語
録
』
を

外
題
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
内
容
で
刊
行
年
も
同
じ
も
の

が
長
崎
歴
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
て
、
外
題
は
『
獨
湛
禪
師
語
録
』

と
な
っ
て
お
り
、
一
巻
を
四
巻
に
分
割
し
た
も
の
で
あ
る
）
3
（

。
待
者
の
道
越

の
記
録
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
両
本
の
刊
記
は
同
じ
も
の
で
次
の
よ
う
で

あ
る
。護

法
弟
子
近
藤
登
之
助
法
名
性
訥
捐
資
敬
刻

初
山
和
尚
語
録
壹
巻
伏
願
見
者
聞
者
菩
提
心
而
不
退
般
若
智

以
現
前
者

寛
文
七
年
丁
未
年
仲
春
穀
旦
識

こ
の
刊
記
に
よ
る
と
こ
の
書
籍
の
題
名
は
『
初
山
和
尚
語
録
』
で
一
巻

本
、
近
藤
登
之
助
（
貞
用
、
語
石
居
士
）（
一
六
〇
六
〜
一
六
九
六
）
に

よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
語
録
の
内
容
は
獨
湛
が
初
山
寶

林
寺
で
の
法
話
を
侍
者
天
岩
道
越
（
一
六
六
六
〜
一
七
二
七
）
が
記
録
し

た
も
の
で
あ
っ
て
、
上
堂
、
小
参
、
曹
溪
玄
流
頌
、
法
語
、
小
佛
事
、
讃
、

書
問
、
銘
、
詩
偈
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

②
『
初
山
勵
賢
録
』
一
巻
（
刊
本
）
4
（

）、
獨
湛
編
集

駒
澤
大
学
所
蔵
。
刊
記
が
な
い
た
め
刊
行
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、
冒
頭

に
獨
湛
の
叙
が
置
か
れ
、
そ
の
叙
の
末
に
「
旹

龍
飛
已
酉
歳
十
一
月
冬

至
日

初
山
沙
門
獨
湛
瑩
識
」
と
あ
る
の
で
一
六
六
九
年
に
叙
を
書
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、

禪–

餘
閲
テ下
近
代
ノ
雜
書
并
ニ
護
法
録
塔
ノ
銘
傳–

記
ヲ上
無
クレ
論
ス
ル
事

二

緇–

素
男–

女
ヲ一
但
取
ル下
其
ノ
入–

道
辛–

勤
ノ
之
行
堅
勇
發–

悟
之
由
ヲ上
若
キ二

語
句
機
縁
ノ一
始–

終
事–

跡
皆
ナ
略
ス
焉
録
曽

既
ニ
成
スレ
篇
ヲ
置
テ二
於
座–

右
ニ一
一
回
過
シレ
目
ヲ
激
二–

發
シ
心
神
ヲ一
感–

慕
曽

思
フ
ト
キ
ニ
ハ

レ

齊
ン
事
ヲ
則

怠–

頑
ノ
之
習
不
曽レ
遣ヤ
ラ

而
去
ン
矣
因
テ
名
テ
曰
フ二
勵
賢
録
ト一
與
二
禪
關
策

進
一
相
ヒ二
為
ス
表
裏
ヲ一
但
彼
レ
ニ
所
ロ
ハ

レ

載
ス
ル
皆
ナ
唐
宋
ノ
古–

徳
此
レ
ハ

則
チ
近
代
ノ
時–

人
當
ニレ
知
古–

今
ノ
人
ト
末
タ二
嘗
テ
不
一
レ
同
ラ
特
ニ
患
ルレ

無
事
ヲ

レ

志
シ
耳ノ
ミ

是
レ
余
カ
自ミ

勵
シ
勵
シ
ム
ル
ノ

レ

人
ヲ
之
素
懐
ナ
リ
也

つ
ま
り
、
参
禅
の
寸
暇
に
近
代
の
書
籍
、
法
語
、
塔
銘
、
伝
記
な
ど
に

目
を
通
し
て
、
僧
俗
、
男
女
を
問
わ
ず
、
た
だ
仏
道
修
行
に
精
進
す
る
姿

の
堅
固
さ
勇
猛
さ
、
仏
法
体
解
の
由
来
な
ど
の
記
述
を
取
り
だ
し
た
。
語

句
を
め
ぐ
る
因
縁
の
よ
う
な
と
こ
ろ
、
事
跡
の
始
終
は
全
て
略
し
、
編
集

し
て
刊
行
し
た
。
座
右
に
於
い
て
一
通
り
目
を
通
し
て
心
を
奮
い
立
た
せ
、

仏
道
修
行
に
感
慕
し
て
、
斉
し
か
ら
ん
と
思
う
と
き
に
は
、
懈
怠
の
習
慣
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を
排
除
し
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
そ
の
主
旨
に
基
づ
い
て
『
初

山
励
賢
録
』
と
い
う
。『
禪
關
策
進
』
と
表
裏
一
体
す
る
も
の
で
あ
る
。

だ
が
『
禪
關
策
進
』
は
唐
と
宋
の
古
徳
の
教
え
を
あ
つ
め
た
も
の
で
あ
る
。

近
代
の
人
は
そ
う
し
た
古
徳
の
教
え
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う

の
も
古
今
の
人
の
心
は
同
じ
と
は
い
え
ず
、
中
で
も
道
心
が
な
い
点
を
た

だ
心
配
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
私
も
自
分
を
励
ま
し
、
ま
た

人
を
励
ま
そ
う
と
心
底
よ
り
願
う
か
ら
で
あ
る
。

③
『
開
堂
法
語
』
一
巻
（
刊
本
）
5
（

）

萬
福
寺
所
蔵
。
内
題
は
『
黄
檗
第
四
代
獨
湛
和
尚
開
堂
法
語
』
で
、
獨

湛
の
弟
子
龍
門
道
懐
が
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
黄
檗
文
華
殿
所
蔵
本
に

は
刊
記
が
な
く
、
発
行
年
代
は
不
詳
。
こ
の
書
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に

あ
る
。天

和
辛
酉
元
年
仲
冬
朔
旦
。
師
在
遠
州
指
初
山
寶
林
禪
寺
。
受
本
山

黄
檗
萬
福
禪
寺
請
。
於
二
年
壬
戌
正
月
十
四
日
入
院
至

つ
ま
り
、
浜
松
の
初
山
宝
林
寺
に
居
た
獨
湛
が
天
和
元
年
（
一
六
八

一
）
十
一
月
一
日
に
本
山
萬
福
寺
の
住
持
に
推
戴
さ
れ
、
そ
の
翌
年
の
正

月
十
四
日
に
晋
山
し
た
時
の
法
語
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

④
『
施
食
要
訣
』
一
巻
）
6
（

（
刊
本
）
初
山
獨
湛
揖

駒
澤
大
学
図
書
館
本
は
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
の
刊
行
で
あ
る
。
構

成
は
ま
ず
獨
湛
の
序
、
本
文
、
最
後
に
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
の
石
麟

道
新
の
跋
が
あ
る
。
本
文
の
内
容
は
、「
鄭
所
南
施
食
心
法
」、「
背
盟
悪

報
記

雲
棲
大
師
撰
」、「
竹
窓
施
食
師
）
7
（

」、「
平
心
薦
亡

出
竹
窓
集
）
8
（

」、「
唐

皎
然
畫
傳

略
出
」、「
夷
堅
志

宋
翰
林
洪
邁
著
」、「
遵
式
施
食
法
」、「
鄭

所
南
施
食
心
法
」、「
鷄
鳴
寺
施
食
臺
紀

明
釋
道
果
撰
」
と
「
水
陸
施
食

忌
男
女
混
亂
褻
賣
聖
賢
衝
突
鬼
神
説

雲
棲
大
師
集

出
竹
窓
集
）
9
（

」
と
な
っ

て
い
る
。

⑤
『
當
麻
曼
陀
丸
塔
宝
引
』
一
巻

愛
知
県
岡
崎
市
清
凉
寺
所
蔵
。
巻
物
。
寸
法
は
長
三
〇
九
㎝
幅
三
二
㎝
。

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
六
月
十
四
日
、
獨
湛
が
當
麻
曼
陀
羅
か
ら

散
っ
た
糸
く
ず
な
ど
を
集
め
て
丸
の
形
に
し
て
宝
塔
に
収
め
た
経
緯
を
六

〇
〇
字
で
著
し
た
も
の
。

⑥
『
當
麻
寺
化
人
織
造
藕
絲
西
方
聖
境
圖
説
』
一
巻
（
刊
本
）
10
（

）

京
都
法
然
院
所
蔵
。（
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
版
）
内
題
に
は
「
日

本
大
和
州
當
麻
寺
化
人
織
造
藕
絲
西
方
境
縁
起
説
」
と
あ
り
、
刊
記
に
は

「
元
禄
十
四
歳
次
辛
巳
十
二
月
十
四
日

洛
東
華
頂
沙
門
義
山
募
縁
」
と

あ
る
）
11
（

。
図
版
六
葉
入
り
で
、
最
初
に
中
国
杭
州
の
慈
雲
続
法
（
一
六
四
一
〜
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一
七
二
八
）
の
引
文
を
記
載
し
て
六
枚
の
絵
を
載
せ
、
そ
の
後
に
記
が
二

通
、
共
に
獨
湛
述
で
悦
峯
（
一
六
五
五
〜
一
七
三
四
）
が
記
録
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
獨
湛
と
悦
峯
と
の
合
作
で
あ
る
と
言
え
る
。
悦
峯

は
獨
湛
の
法
弟
で
、
長
崎
興
福
寺
の
中
興
三
代
住
持
、
黄
檗
山
萬
福
寺
第

八
世
で
あ
る
。「
縁
起
説
」
に
は
中
將
法
如
の
藕
絲
織
傳
説
を
主
と
し
、

後
年
の
鶬
山
の
哀
話
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

⑦
『
授
手
堂
浄
土
詩
』
一
巻
（
刊
本
）
12
（

）

法
然
院
所
蔵
。
内
題
が
『
初
山
獨
湛
和
尚
授
手
堂
浄
土
詩
』
と
な
っ
て

い
る
。
弟
子
の
天
麟
道
仁
（
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
九
月
九
日
嗣
法
）

と
紫
玉
道
晶
（
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
九
月
九
日
嗣
法
）
が
編
集
し
た

も
の
で
、
刊
記
に
よ
る
と
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
無
塵
居
士
が
刊

行
し
た
書
籍
で
あ
る
（
獨
湛
七
十
六
歳
）。
冒
頭
に
獨
湛
が
延
宝
八
年

（
一
六
八
〇
）
の
序
を
寄
せ
て
い
る
。
浄
土
教
関
係
の
詩
七
十
首
を
収
め

て
い
る
。『
授
手
堂
浄
土
詩
』
の
後
に
『
安
養
櫝
詩
』
が
附
さ
れ
一
冊
と

な
っ
て
い
る
。『
安
養
櫝
詩
』
も
浄
土
教
に
関
連
す
る
二
十
五
首
の
詩
を

収
め
て
い
る
。
ま
た
末
尾
に
は
「
発
願
文
」
と
「
十
六
観
讃
」
が
附
さ
れ

て
い
る
。

⑧
『
梧
山
舊
稿
』
四
巻
（
刊
本
）
13
（

）

駒
沢
大
学
図
書
館
所
蔵
。
内
題
は
『
獨
湛
禪
師
梧
山
舊
稿
』。
刊
記
が

な
い
た
め
刊
行
年
は
不
詳
。
獨
湛
が
梧
山
積
雲
禅
寺
に
居
た
時
の
語
録
で

あ
り
、
自
序
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
獨
湛
が
十
六
、
七
歳
の
時
に
出
家

し
て
か
ら
、
隠
元
に
出
会
う
ま
で
、
つ
ま
り
二
十
四
歳
ま
で
の
期
間
の
語

録
で
あ
る
。
こ
の
語
録
は
侍
者
の
龍
門
道
懐
が
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

構
成
は
巻
一
に
ま
ず
自
序
が
あ
り
、
記
、
正
宗
頌
、
五
宗
賛
、
巻
二
に
拈

古
、
頌
古
三
十
二
相
頌
、
題
賛
。
巻
三
に
詩
偈
、
巻
四
に
詩
偈
と
い
う
構

成
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
道
懐
は
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
一
月
二
十
三

日
に
獨
湛
に
嗣
法
し
た
が
、
獨
湛
は
一
六
五
四
年
に
来
日
し
て
い
る
の
で

『
梧
山
舊
稿
』
は
日
本
で
記
録
さ
れ
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑨
『
獨
湛
禅
師
語
録
』
九
巻
二
冊
刊
本

浜
松
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
。（
以
下
『
九
巻
全
録
』）
内
題
は
巻
一
、

二
、
三
、
四
、
七
が
『
獨
湛
禅
師
全
録
』、
巻
五
、
六
、
八
、
九
が
『
黄

檗
獨
湛
禅
師
全
録
』
と
な
っ
て
い
る
。
一
巻
か
ら
四
巻
ま
で
を
一
冊
と
し
、

五
巻
か
ら
九
巻
ま
で
を
一
冊
と
す
る
体
裁
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
各
巻
の

題
の
後
に
「
住
東
明
山
興
福
禅
寺
嗣
法
門
人
道
章
編
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

悦
峰
道
章
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
黄
檗
堂
文
庫
に
は
『
黄
檗
獨
湛
禅

師
語
録
』
巻
四
（
刊
本
）
か
ら
巻
七
（
一
冊
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
内

容
は
『
九
巻
全
録
』
の
四
巻
か
ら
七
巻
ま
で
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
形
式

は
異
な
っ
て
い
る
が
、
各
巻
の
題
の
後
に
「
侍
者
道
懐
録
」
と
あ
り
、
龍

門
道
懐
が
獨
湛
の
説
法
を
記
録
し
た
も
の
だ
と
わ
か
る
。
第
五
巻
末
尾
に
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五

は
「
侍
者
道
懐
龍
門
拝
書
」、
第
六
巻
末
尾
に
は
「
侍
者
道
懐
龍
門
拝
書

并
助
刻
」
と
あ
る
の
で
、『
黄
檗
獨
湛
禅
師
語
録
』
は
『
九
巻
全
録
』
の

底
本
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
②
の
『
初
山
獨
湛
禅
師
語
録
』

の
「
上
堂
」
の
部
分
は
こ
の
『
九
巻
全
録
』
第
一
巻
の
内
容
と
形
態
が
全

く
同
じ
で
あ
る
が
、
②『
初
山
獨
湛
禅
師
語
録
』
は
「
侍
者
道
越
記
録
」

と
あ
り
、（「
道
越
」
は
「
道
超
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
）
天
岩
道
超
の
記
録

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
た
め
、『
九
巻
全
録
』
の
第
一
巻
の
底
本
は
②

『
初
山
獨
湛
禅
師
語
録
』「
上
堂
」
の
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
『
獨
湛
和
尚
全
録
』
三
十
巻
）
14
（

黄
檗
文
華
殿
所
蔵
。（
以
下
『
三
十
巻
全
録
』）
現
在
写
本
の
み
の
存
在

が
確
認
で
き
て
い
る
。

『
檗
宗
譜
略
』
巻
中
の
「
初
山
寶
林
寺
獨
湛
瑩
禪
師
傳
」
に
は
「
悦
峯

章
一
人
成
章
等
編
曽二
師
ノ
語
録
ヲ一
計
ル
ニ
三
十
巻
法
孫
博
雷
音
参
訂
焉
）
15
（

」
と

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
悦
峰
が
獨
湛
の
語
録
三
十
巻
を
編
纂
し
た
こ
と
が
分

か
る
。『
檗
宗
譜
略
』
は
獨
湛
七
十
歳
の
時
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

た
め
、
三
十
巻
の
全
録
は
獨
湛
の
生
前
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
確
認
で
き

る
。
全
録
の
三
十
巻
の
う
ち
十
四
巻
か
ら
二
十
一
巻
と
二
十
八
巻
が
欠
本

で
あ
り
、『
三
十
巻
全
録
』
が
刊
本
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
か
は
不
明
で

あ
っ
て
、
伝
記
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
『
三
十
巻
全
録
』
は
写
本
の
こ
と
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

内
題
に
つ
い
て
、
巻
一
、
二
、
三
、
四
、
八
は
『
獨
湛
禅
師
全
録
』、

巻
五
、
六
、
七
、
九
は
『
黄
檗
獨
湛
禅
師
全
録
』、
十
巻
か
ら
三
〇
巻
ま

で
は
『
獨
湛
和
尚
全
録
』
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
十
巻
の
最
後
に
は
、

圓
通
成
、
香
山
圓
、
石
麟
新
、
丹
崕
昶
、
平
石
樹
、
無
住
立
、

石
牎
鏗
、
天
瑞
恩
、
龍
門
懐
、
化
霖
龍
、
大
梁
犍
、
古
鏡
明
、

智
観
照
、
霄
外
丹
、
百
非
覚
、
喝
岩
震
、
梅
関
香
、
天
洲
充
、

泰
洲
香
、
石
芳
瑞
、
如
幻
超
、
海
岸
崇
、
天
岩
超
、
朗
山
耀
、

廓
堂
達
、
巨
道
開
、
法
源
印
、
悦
峰
章
、
雲
岳
高
、
桂
堂
昌
、

慧
雪
智
、
紫
玉
晶
、
天
麟
仁
、
大
方
廣
、
温
然
玉
、
蓮
洲
清
、

成
山
起
、
太
玄
通
、
巨
海
光
、
天
章
奎
、
雲
庭
安
、
黙
外
説
、

黄
玉
温

と
編
纂
に
関
わ
っ
た
四
十
三
人
の
名
前
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
四
十
三

人
の
中
の
三
十
九
人
は
獨
湛
の
直
弟
子
で
あ
る
が
、
四
人
（
梅
関
、
慧
雪
、

巨
道
、
如
幻
）
は
不
明
で
あ
る
。

『
三
十
巻
全
録
』
の
第
一
冊
に
は
目
次
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

目
次
に
基
づ
く
な
ら
ば
、『
梧
山
舊
稿
』
と
『
初
山
獨
湛
禅
師
語
録
』
に

よ
っ
て
『
三
十
巻
全
録
』
で
は
欠
本
と
な
っ
て
い
る
部
分
の
一
部
を
補
う

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
『
全
録
』
で
あ
る
の
で
獨
湛
著
作
の
す
べ
て
を
収
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集
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
現
存
す
る
『
三
十
巻
全
録
』
に
見
当
た
ら
な
い

記
述
が
他
の
語
録
に
多
く
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
記
述
は
『
三
十
巻
全

録
』
の
欠
本
と
な
っ
て
い
る
本
に
記
載
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

こ
の
他
、
獨
湛
は
自
ら
の
著
作
以
外
に
も
序
や
跋
を
寄
せ
て
い
る
。
そ

の
中
に
中
国
明
代
の
袁
了
凡
（
生
歿
不
詳
）
の
著
作
で
、
日
本
に
お
い
て

も
江
戸
時
代
に
広
く
流
布
し
た
『
陰
隲
録
）
16
（

』
が
あ
る
。
忍
澂
は
元
禄
十
四

年
（
一
七
〇
一
）
に
『
陰
隲
録
』
と
袾
宏
（
一
五
三
二
〜
一
六
一
二
）
の

『
自
知
録
』
を
合
冊
し
て
刊
行
し
て
い
る
。
獨
湛
は
そ
れ
に
序
を
寄
せ
、

跋
は
忍
澂
が
書
い
て
い
る
）
17
（

。

○
伝
記
類

獨
湛
の
伝
記
類
と
し
て
は
『
永
思
祖
徳
録
』
二
巻
、『
皇
明
百
孝
伝
』

一
巻
が
あ
り
、
往
生
伝
と
し
て
は
『
扶
桑
寄
帰
往
生
伝
』
二
巻
、『
近
代

諸
上
善
人
詠
』
一
巻
が
あ
る
。

①
『
扶
桑
寄
帰
往
生
伝
）
18
（

』
初
山
性
瑩
獨
湛
輯
二
巻
（
刊
本
）

佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
。
本
書
は
獨
湛
が
先
行
す
る
往
生
伝
を
参
考
に

し
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
獨
湛
が
渡
来
後
に
知
見
し
た
往
生
人
一
九

四
人
の
略
伝
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
各
伝
に
は
賛
が
付
さ
れ
て
い
る
。

『
扶
桑
寄
帰
往
生
伝
』
の
序
文
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

寄
帰
傳
者
寄
テレ
此
ヲ
以
歸
二
于
震
旦
ニ一
也
震
旦
舊
有
二
往
生
傳
一
所
レ

載
ル
但
中
蕐
ノ
之
人
ニ
曽

未
タレ
及
ハ二
于
徼
外
ニ一
也
迨
テ二
雲
棲
大
師
ノ
所
ニ一
輯

竟
ニ
得
二
烏
萇
國
王
ノ
之
一
リ
ヲ一
耳
海
東
ノ
諸
書
未
タレ
經
二
慈
眼
ヲ一
以
レ

故
ヲ
日
本
諸
往
生
ノ
者
皆
闕
クレ
採
事
ヲ
焉
余
來
テ二
扶
桑
ニ一
已
ニ
經
二
二
十

餘
年
ヲ一
襌
餘
略
展
テ二
和
書
ヲ一
見
ル二
其
ノ
所
ヲ一

レ
載
四
軰
往
生
ノ
者
甚
夥
シ

乃
随
レ
筆
ニ
記
録
シ
并
テ二
近
日
見
聞
ノ
之
瑞
ヲ一
共
ニ
得
二
二
百
餘
人
ヲ一
間

有
レ
ハ

二

要
義
一
掲
ル
ニ

レ

之
ヲ
以
スレ
賛
ヲ
始
テレ
自
二
推
古
一
終
ル二
于
寛
文
ニ
但

其
ノ
間
往
生
ノ
人
必
多
メ
不
シレ
及
二
備
ニ
採
ル
ニ

一

姑
ク
存
ル
ノ
ニ

二

萬
分
ノ
之

一
ヲ一
耳
名
テ
曰
二
寄
歸
傳
ト一
豈
ニ
但
補
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ

二

支
那
傳
記
ノ
之
闕
ヲ一

有
ル丁
以
テ
見
テ三
西
方
金
蓮
国
土
即
チ
在
事
ヲ

二

滄
海
ノ
之
東
ニ一
使
ル
事
丙

人
ヲ
曽

知
テレ
所
ヲ二
感
懐
ス
ル

一

而
發
乙
起
セ
來
朝
ノ
之
願
ヲ甲
者
ナ
リ
矣

旹

龍
飛
歳
次
ル二
癸
丑
ニ一
臘
月
除
夕

支
那
嗣
祖
沙
門
性
瑩
ル
獨
湛
題
ス二
遠
州
初
山
方
丈）19
（

ニ一

す
な
わ
ち
、
書
名
の
「
寄
帰
伝
」
と
は
、
日
本
か
ら
中
国
に
こ
の
往
生

伝
を
送
り
届
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
中
国
で
編
纂
さ
れ
た
往

生
伝
が
中
国
人
の
み
を
載
せ
て
い
て
、
他
国
の
人
の
往
生
伝
が
な
い
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
例
外
的
に
雲
棲
袾
宏
（
一
五
三
五
〜
一
六
一
五
）
の

『
往
生
集
）
20
（

』
巻
之
二
に
は
た
だ
一
人
、
中
国
人
で
な
い
人
物
「
烏
萇
國

王
）
21
（

」
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。『
海
東
高
僧
伝
）
22
（

』
な
ど
も
新
羅
の
人
の
み
の
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七

伝
記
で
あ
る
た
め
、
日
本
の
往
生
人
の
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
私
（
獨

湛
）
は
日
本
へ
来
て
二
十
余
年
が
経
っ
た
。
そ
の
間
和
の
書
を
読
ん
だ
が
、

そ
こ
に
載
っ
て
い
る
四
輩
の
往
生
の
記
述
は
夥
し
い
数
で
あ
る
。
そ
れ
ら

を
記
録
し
て
、
更
に
近
年
に
見
聞
し
た
者
も
挙
げ
る
と
二
百
余
人
を
集
め

た
往
生
伝
に
な
っ
た
。
時
々
、
要
義
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
あ
げ
る
た
め
に
賛

を
付
し
た
。
こ
の
往
生
伝
に
は
推
古
天
皇
）
23
（

か
ら
始
ま
り
寛
文
の
時
期
ま
で

の
往
生
人
を
紹
介
し
た
。
こ
の
間
の
往
生
人
は
多
い
が
、
こ
こ
に
採
録
し

た
者
は
そ
の
万
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
往
生
伝
を
中
国
に
送
り
届
け

て
、
中
国
の
往
生
伝
の
欠
を
補
う
の
み
で
な
く
、
西
方
金
蓮
国
土
（
の
信

仰
）
が
滄
海
の
東
（
日
本
）
に
も
あ
る
こ
と
を
見
て
、
人
々
に
私
が
心
に

懐
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
知
っ
て
も
ら
い
来
朝
の
願
い
を
起
こ
さ
し
め
ん
と

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
序
は
獨
湛
が
一
六
七
三
年
に
初
山
宝
林
寺
（
静

岡
県
浜
松
市
）
で
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
扶
桑
寄
帰
往
生
伝
』
の
構
成
は
上
下
二
巻
か
ら
な
り
、
上
巻
に
は
沙

門
往
生
類
九
十
人
（
う
ち
中
国
人
一
名
）
の
伝
記
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

下
巻
に
は
皇
帝
往
生
類
に
五
人
、
皇
后
往
生
類
に
二
人
、
皇
子
往
生
類
に

三
人
、
臣
僚
往
生
類
に
二
十
六
人
、
尼
僧
往
生
類
十
五
人
、
士
庶
往
生
類

二
十
九
人
（
う
ち
中
国
人
一
名
）、
婦
女
往
生
類
二
十
六
人
（
う
ち
中
国

人
四
名
）、
以
上
、
八
類
一
〇
七
人
の
往
生
人
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
収

載
し
た
往
生
者
の
数
は
他
の
往
生
伝
に
比
し
て
多
い
が
、
紀
年
を
欠
く
者

も
多
く
、
個
々
の
伝
記
も
簡
略
で
あ
る
。
史
料
と
し
て
は
不
備
と
い
え
る
。

江
戸
時
代
の
紀
年
が
記
さ
れ
て
い
る
往
生
人
は
十
八
人
で
、
全
体
の
一
割

弱
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
往
生
地
は
獨
湛
の
行
動
範
囲
と
も
い
う
べ
き
、

近
畿
・
東
海
地
方
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
獨
湛
の
来
朝
後
（
順
治

十
一
年
〔
一
六
五
四
〕）
に
没
し
た
往
生
者
が
十
六
人
で
大
部
分
を
占
め
、

中
で
も
寛
文
年
中
の
往
生
人
が
十
四
人
と
多
く
、
獨
湛
が
隠
元
の
も
と
か

ら
離
れ
て
浜
松
の
宝
林
寺
に
晋
山
し
て
か
ら
の
者
は
十
人
に
お
よ
ぶ
）
24
（

。

沙
門
類
、
皇
帝
類
、
皇
后
類
、
皇
子
類
、
臣
僚
類
、
尼
僧
類
の
各
々
の

列
挙
順
に
つ
い
て
い
え
ば
、
前
半
は
『
元
亨
釈
書
）
25
（

』
を
典
拠
と
し
て
、
後

半
は
『
日
本
往
生
極
楽
記
）
26
（

』、『
続
本
朝
往
生
伝
）
27
（

』、『
撰
集
抄
）
28
（

』
を
典
拠
と

し
て
い
る
。
序
文
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
十
二
月
、

初
山
宝
林
寺
に
お
い
て
完
成
を
み
た
。
先
学
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
こ
の

時
期
ま
で
に
開
版
さ
れ
て
い
た
往
生
伝
と
い
え
ば
、『
日
本
往
生
極
楽

記
』
一
巻
（
寛
文
九
年
、
延
宝
二
年
）、『
続
本
朝
往
生
伝
』
一
巻
（
万
治

二
年
・
延
宝
二
年
）
な
ど
の
古
代
往
生
伝
の
み
で
あ
っ
た
か
ら
、
本
書
が

近
世
に
新
た
に
編
纂
さ
れ
た
往
生
伝
の
先
駆
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と

い
え
る
。
た
だ
し
本
書
の
版
行
は
獨
湛
没
後
ま
も
な
く
の
宝
永
三
、
四
年

で
あ
り
、
世
に
出
る
順
番
と
し
て
は
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
『
念
死

念
仏
集
』
の
著
者
、
知
空
唯
称
の
弟
子
の
壬
生
安
養
庵
了
智
に
よ
っ
て
上

梓
さ
れ
た
『
緇
白
往
生
伝
』
三
巻
に
次
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
）
29
（

。
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②
『
永
思
祖
徳
録
）
30
（

』
雲
孫
沙
門
性
瑩
獨
湛
輯

四
巻
（
刊
本
）

駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
。
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
に
獨
湛
が
寄
せ
た

序
が
あ
る
。

本
書
は
陳
族
つ
ま
り
獨
湛
祖
先
の
家
系
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
各
人
の

略
歴
を
記
し
、
次
に
そ
の
人
徳
に
対
し
て
の
賛
を
付
す
と
い
う
構
成
に

な
っ
て
い
る
。
大
丞
相
陳
俊
卿
を
始
め
、
陳
族
の
六
十
四
人
の
略
伝
を
あ

げ
て
い
る
。
獨
湛
は
こ
の
陳
族
の
子
孫
に
あ
た
る
。

獨
湛
の
両
親
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

陳
衮
明

希
振
公
）
31
（

之
子
附
妣
黄
氏
係
金
沙
兄
弟
進
士
東
山
公
曾
女

孫
也

祖
諱
衮
明
。
字
翊
宣
。
博
學
善
書
。
安
レ
貧
不
レ
仕
。
純
静
無
為
。

平
懐
接
物
。
不
驕
不
諂
。
至
信
至
誠
。
有
二
君
子
徳
一
。
有
二
古
人

風
一
。
事
レ
親
至
レ
孝
。
調
二
養
藥
石
一
。
扶
二
掖
追
隨
一
。
従
二
游
負

篋
一
。
皆
不
レ
辭
二
勞
倦
一
。
年
愈
久
慕
レ
深
。
妣
黄
氏
亦
孝
敬
承
順
。

遇
三
親
病
二
甚
危
一
。
醫
洽
不
レ
効
。
乃
禱
レ
天
請
レ
代
。
復
割
股
肉

煮
レ
糜
以
進
。
病
乃
愈
。
隠
レ
徳
密
行
。
人
無
レ
知
者
）
32
（

。

す
な
わ
ち
、
父
翊
宣
は
博
学
で
、
書
に
巧
み
で
あ
り
、
貧
に
安
ん
じ
、

誰
に
仕
え
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
も
の
静
か
で
人
為
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
穏
や
か
な
気
持
ち
で
人
に
接
し
て
い
た
。
奢
ら
ず
、
諂
う
こ
と
な

く
、
誠
実
で
君
子
の
徳
が
あ
り
、
昔
の
賢
人
の
風
貌
が
あ
っ
た
。
親
に
仕

え
て
は
孝
を
尽
く
し
た
。
薬
を
整
え
、
親
の
後
を
追
っ
て
は
助
け
、
荷
物

を
背
負
っ
て
は
付
き
そ
う
よ
う
に
し
、
そ
の
労
を
厭
わ
な
か
っ
た
。
そ
の

よ
う
に
親
に
尽
く
す
こ
と
は
年
と
と
も
に
更
に
深
ま
っ
た
。
一
方
、
母
黄

氏
も
ま
た
親
孝
行
の
人
で
、
親
を
よ
く
敬
い
従
っ
て
い
た
。
い
つ
し
か
親

が
重
い
病
を
患
い
、
医
師
の
手
で
は
助
か
ら
な
い
状
態
と
な
っ
た
時
、
天

に
祈
っ
て
、
身
代
わ
り
と
な
る
こ
と
を
請
い
、
自
分
の
割
股
の
肉
）
33
（

で
粥
を

つ
く
り
親
に
食
べ
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
親
の
病
は
治
っ
た
。
そ
の
徳
を
隠
し

た
密
か
な
行
い
を
人
々
は
知
ら
な
い
。
こ
の
伝
記
か
ら
、
獨
湛
の
両
親
は

儒
道
の
徳
を
備
え
、
欲
に
長
け
る
こ
と
な
く
、
孝
を
尽
く
し
、
名
誉
に
拘

る
こ
と
も
な
く
、
質
実
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
『
永
思
祖
徳
録
』
は
獨
湛
の
祖
先
六
十
四
人
を
紹
介
し
た
後
に
、

墓
や
寺
等
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
を
讃
え
る
二
十
八
字
の
偈
を
添
え
て
い
る
。

す
な
わ
ち
「
祖
蹟
八
咏
」
や
、
獨
湛
が
祖
先
の
堂
や
碑
を
建
立
す
る
に
当

た
っ
て
つ
く
っ
た
「
慕
巖
襍
偈
」、
及
び
「
報
恩
堂
安
座
上
堂
附
」
が
そ

れ
で
あ
る
。そ
の
中
「
報
恩
堂
安
座
上
堂
附
」
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

祖
丞
相
公
封
二
魏
國
公
一
諡
正
獻
曁
二
状
元
公
御
史
公
一
貢
元
公
翊
宣

公
神
像
木
主
入
二
祠
廟
一
上
堂
。

乃
云
歴
代
先
公
本
大
儒
。
有
レ
孫
入
レ
釋
事
二
浮
屠
一
。
還
源
報
本
情

未
レ
盡
。
忍
二
看
林
間
一
返
二
哺
烏
一
。
祇
樹
園
中
崇
祠
宇
。
四
時
芹



黄
檗
僧
念
仏
獨
湛
の
著
作
（
田
中
実
マ
ル
コ
ス
）

九

藻
獻
二
神
圖
一
。
如
レ
抂
二
中
堂
一
頻
二
陟
降
一
。
豈
還
二
袍
笏
一
更
二
朝

趨
一
。
不
二
孝
其
昌
一
幼
時
將
二
出
家
一
。
族
中
叔
父
等
。
咸
以
レ
背
二

祖
亡
宗
一
責
。
是
時
不
レ
能
レ
釋
以
レ
至
レ
理
。
竟
爾
逸
去
。
方
外

三
十
餘
年
。
毎
懐
レ
像
虞
レ
主
。
隨
二
禪
室
之
思
一
焉
。
甲
辰
入
二
初

山
一
。
始
建
二
大
雄
寶
殿
一
。
次
建
二
報
恩
祠
堂
一
。
奉
二
先
公
諸
像
一
。

以
レ
表
二
絶
學
一
。
不
レ
棄
二
明
倫
一
也
。
蘋
蘩
奉
獻
。
無
間
歳
時
。
現
二

前
龍
象
衆
等
一
。
當
觀
此
雖
瑩
先
人
祖
父
。
實
忠
孝
廉
節
名
臣
。
行

業
詳
載
二
干
諸
史
一
。
庶
幾
欽
風
慕
レ
徳
。
易
地
取
裁
。
朝
入
二
梵
王

宮
闕
一
。
高
標
及
二
第
心
空
一
。
是
名
二
通
方
禪
流
一
。
得
二
乎
設
一
レ

像
寓
意
之
旨
也
。
下
座）
34
（

こ
れ
は
獨
湛
が
家
系
の
始
祖
に
当
た
る
と
こ
ろ
の
状
元
公
や
、
御
史
公

と
い
う
官
職
、
更
に
は
丞
相
と
い
う
最
上
位
の
官
職
ま
で
務
め
た
俊
卿
正

獻
公
、
そ
し
て
祖
父
の
貢
元
希
振
公
及
び
父
の
翊
宣
公
の
尊
像
と
位
牌
を

祠
廟
の
殿
堂
に
祀
っ
た
時
の
説
示
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
歴
代
の
先
祖
は

皆
も
と
も
と
す
ぐ
れ
た
儒
学
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
孫
に
当
た
る
獨
湛
は

寺
に
入
っ
て
佛
に
仕
え
た
。
し
か
し
出
自
へ
の
報
恩
は
未
だ
不
十
分
で

あ
っ
た
。
林
の
中
で
じ
っ
と
息
を
ひ
そ
め
て
い
る
と
、
小
烏
で
も
成
長
す

れ
ば
、
養
っ
て
も
ら
っ
た
親
烏
に
育
て
て
く
れ
た
恩
を
返
し
て
い
る
で
は

な
い
か
）
35
（

。
そ
こ
で
祇
樹
園
の
中
に
あ
る
祠
宇
（
や
し
ろ
）
を
崇
め
、
四
時

に
す
ぐ
れ
た
祖
先
の
肖
像
に
お
供
え
を
献
上
し
た
。
政
治
を
行
う
中
枢
部

が
乱
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
出
退
が
頻
繁
に
な
る
が
、
袍
（
上
着
）
と

笏
を
還
し
て
し
ま
え
ば
ど
う
し
て
朝
か
ら
奔
走
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

獨
湛
は
、
孝
を
積
み
重
ね
る
こ
と
な
く
幼
い
時
に
出
家
し
よ
う
と
し
た
が
、

陳
族
方
の
叔
父
等
は
、
み
ん
な
獨
湛
が
祖
先
の
心
に
背
く
こ
と
を
責
め
た
。

獨
湛
は
そ
の
時
、
出
家
の
道
理
を
釈
明
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
だ
故
郷

を
去
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
す
で
に
出
家
し
て
か
ら
三
十
余
年
、
い
つ
も

祖
先
の
像
に
思
い
を
托
し
て
祀
り
な
が
ら
も
、
仏
道
場
へ
の
思
い
に
随
順

し
て
い
た
。
甲
辰
（
一
六
六
四
年
）
に
初
山
（
浜
松
宝
林
寺
）
に
入
り
、

ま
ず
大
雄
宝
殿
を
建
立
し
、
次
に
報
恩
祠
堂
を
建
立
し
て
先
祖
の
像
を
奉

り
、
仏
道
を
成
就
し
た
が
、
人
倫
の
道
を
棄
て
な
か
っ
た
。
粗
末
な
が
ら

供
え
物
の
奉
献
は
年
中
絶
や
す
こ
と
は
な
い
。
そ
こ
に
は
高
徳
の
人
た
ち

が
現
前
す
る
。
私
は
き
っ
と
先
人
や
祖
父
を
観
る
に
ち
が
い
な
い
。
彼
等

は
実
に
忠
孝
、
廉
節
（
節
操
）
な
名
臣
で
あ
っ
た
。
そ
の
行
業
は
諸
史
の

中
に
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
請
い
願
う
こ
と
は
そ
の
つ
つ
し
み
深
い

徳
風
を
敬
い
慕
う
こ
と
で
あ
る
。
私
は
立
場
を
替
え
て
仏
教
者
と
し
て
判

断
す
る
。
い
っ
た
ん
梵
王
宮
に
入
れ
ば
、
そ
の
高
き
目
標
は
果
て
し
な
く

広
が
っ
て
い
く
そ
れ
を
「
通
方
禅
流
」（
禅
流
を
十
方
に
通
達
す
る
）
と

名
づ
け
た
。
諸
像
を
設
け
た
こ
と
は
、
以
上
の
よ
う
な
思
い
が
あ
っ
て
の

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
『
永
思
祖
徳
録
』
が
各
先
祖
の
略
伝
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に

「
賛
」
を
付
し
て
い
る
こ
と
は
、
た
と
え
ば
袾
宏
の
『
往
生
集
』
な
ど
を
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範
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

獨
湛
の
宝
林
寺
内
報
恩
祠
堂
建
立
趣
意
書
に
は
出
家
者
と
い
え
ど
も

孝
を
軽
視
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
中
国
仏
教
者
の
心
根
が
、
仏
教
東

伝
の
た
め
に
遠
く
故
国
を
離
れ
て
い
る
が
た
め
に
一
層
深
く
表
明
さ
れ
て

い
る
。

獨
湛
は
報
恩
堂
を
建
立
し
て
祖
先
で
あ
る
陳
家
の
位
牌
）
36
（

を
安
置
し
た
。

獨
湛
は
宝
林
寺
の
開
山
を
隠
元
と
し
て
い
る
が
、
現
在
、
報
恩
堂
に
は
中
央

に
隠
元
の
像
が
祀
ら
れ
、
向
か
っ
て
左
側
に
宝
林
寺
を
開
基
し
た
近
藤
登

之
助
貞
用
家
の
位
牌
が
祀
ら
れ
、
右
側
に
陳
家
の
位
牌
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

中
国
仏
教
に
お
け
る
出
家
者
の
孝
の
問
題
に
つ
い
て
は
す
で
に
先
学
の

論
攷
が
あ
る
。
禅
と
浄
土
念
仏
を
修
し
た
智
覚
禅
師
延
寿
（
九
〇
四
〜
九

七
五
）
は
『
萬
善
同
帰
集
』
巻
四
に
お
い
て
『
賢
愚
経
』
を
引
用
し
、

「
出
家
在
家
は
慈
心
を
も
っ
て
孝
順
せ
よ
。
父
母
を
供
養
す
る
は
そ
の
功

徳
を
計
る
に
殊
勝
に
し
て
量
り
難
し
。
そ
の
故
は
過
去
世
に
お
け
る
孝
養

の
功
徳
は
、
こ
の
世
に
あ
っ
て
上
は
天
帝
と
な
り
、
下
は
聖
王
と
な
り
、

成
仏
に
至
る
。
こ
れ
み
な
こ
の
孝
養
の
福
田
に
よ
る
の
で
あ
る
）
37
（

。」
と
述

べ
て
い
る
。
宋
丞
相
無
盡
居
士
張
商
英
述
（
一
〇
四
三
〜
一
一
二
一
）
の

『
護
法
論
』
に
は
「
古
語
有
云
。
一
子
出
家
九
族
生
天
哉
）
38
（

」
と
あ
る
。
つ

ま
り
一
子
が
出
家
す
れ
ば
九
族
が
天
に
生
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
雲
棲
袜
宏
も
『
竹
窓
三
筆
』
に
「
出
家
利
益
）
39
（

」
に
「
俗
に
恒
に
言
う

こ
と
あ
り
、
曰
く
一
子
が
出
家
す
れ
ば
九
族
が
天
に
生
ま
る
と
。
こ
れ
皆

出
家
を
賛
嘆
す
る
な
り
。
し
か
し
未
だ
あ
き
ら
か
に
出
家
が
何
故
に
利
益

が
あ
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
知
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
同
じ
語
句
は

同
じ
著
作
の
「
出
世
間
大
孝
」
に
も
引
用
さ
れ
、
僧
と
な
っ
た
者
は
宜
し

く
父
母
に
孝
を
な
す
べ
し
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
『
緇
門
崇
行
録
）
40
（

』
の
第

四
章
で
は
「
孝
親
之
行
」
と
い
う
一
章
を
設
け
、
沙
門
と
な
っ
て
も
親
に

孝
を
尽
く
し
た
十
二
人
の
孝
僧
の
伝
を
あ
げ
て
い
る
。
真
福
寺
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
『
往
生
浄
土
伝
）
41
（

』
巻
中
の
尼
道
香
伝
に
は
「
一
子
が
出
家
す
れ

ば
七
世
の
父
母
は
皆
悉
く
苦
を
脱
す
」
と
あ
る
。
普
度
（
〜
一
三
三
〇
）

の
『
蓮
宗
宝
鑑
』
巻
一
に
は
「
念
仏
は
諸
法
の
よ
う
で
あ
り
、
孝
養
は
百

行
の
先
と
な
す
。
孝
心
は
す
な
わ
ち
こ
れ
仏
心
で
あ
り
、
孝
行
は
仏
行
で

表

裏

獨湛先祖の位牌



黄
檗
僧
念
仏
獨
湛
の
著
作
（
田
中
実
マ
ル
コ
ス
）

一
一

な
い
も
の
は
な
い
。
得
道
し
て
諸
仏
と
同
じ
に
な
ろ
う
と
す
れ
ば
、
先
ず

二
親
に
孝
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
賾
禅
師
は
い
う
、
孝
の
一
字

は
衆
妙
の
門
な
り
と
。
仏
語
は
孝
を
以
て
宗
と
な
し
、
仏
教
は
孝
を
も
っ

て
戒
と
な
す
」
と
述
べ
蓮
華
勝
会
と
い
う
念
仏
結
社
を
創
設
し
た
宋
代
雲

門
系
浄
土
念
仏
者
宗
賾
）
42
（

（
二
〇
六
年
頃
寂
）
の
「
孝
養
父
母
」
の
一
節
を

引
用
し
て
い
る
）
43
（

。

獨
湛
は
一
幅
の
軸
に
両
親
の
絵
を
描
き
、
次
の
よ
う
な
偈
を
添
え
て

い
る
。

負ふ
べ
い
ず

米
図

捧
レ
檄
無
レ
歓

負
テレ
米
ヲ
竊
カ
ニ

三

歎
ク

不
レ
待
タ二
吾
カ
親
ヲ一

将
ニ二
何
ヲ
酬
報
セ
ン
ト

一

百
巻
ノ
墨
経
ハ

怡
スレ
親
ヲ
至
宝
也

写
シ二
出
シ
哀
情
ヲ一

音
容
如
シレ
在
）
44
（

ル
カ
）

つ
ま
り
、（
親
の
）
手
紙
を
胸
の
前
で
う
や
う
や
し
く
捧
げ
持
っ
て
も

喜
び
は
な
い
。
親
孝
行
を
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
わ
が
親
は
既
に
亡
く

な
っ
て
い
て
待
っ
て
は
い
な
い
こ
と
を
ひ
っ
そ
り
と
嘆
く
。
一
体
何
を

以
っ
て
報
恩
と
す
る
の
か
。
墨
書
し
た
経
典
は
親
を
よ
ろ
こ
ば
す
最
高
の

宝
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
哀
切
の
情
を
こ
め
て
写
経
す
る
と
、
ま
る
で
（
親

の
）
声
と
姿
が
そ
こ
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
獨
湛
は
出
家
し
た
が
た
め
に
親
孝
行
し
て
い
な
い
こ
と
を
悔
い
、

亡
く
な
っ
た
両
親
の
報
恩
の
た
め
に
写
経
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
が

親
の
心
を
穏
か
に
な
ご
ま
せ
、
よ
ろ
こ
ば
せ
る
こ
と
の
で
き
る
宝
で
あ
る

か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
標
題
の
「
負
米
」
と
は
孔
門
十
哲
の
一
人
で

あ
る
子
路
が
親
の
た
め
に
米
を
百
里
も
背
負
っ
た
と
い
う
故
事
に
由
来
す

る
。
獨
湛
は
出
家
前
に
叔
父
等
か
ら
、
出
家
は
先
祖
に
背
く
こ
と
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
出
家
後
も
報
恩
の
問
題
の
解
決
が
胸
中
に
留
ま

り
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
）
45
（

。

③
『
皇
明
百
孝
伝
）
46
（

』
黄
檗
性
瑩
集
一
巻
（
刊
本
）

京
都
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
。『
皇
明
百
孝
伝
』
は
獨
湛
が
編
集
し
た

も
の
で
あ
る
。
序
に
は
「
壬
戌
九
月
四
日
莆
田
古
鰲
峰
沙
門

黄
檗
獨
湛

叙
」
と
あ
る
か
ら
一
九
八
二
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
序
の
冒

頭
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

天
ノ
之
賦
二
斯–

民
一
也
本
ト
有
二
孝
順
ノ
之
道
一
根
二
於
心
一
故
孩
提
ノ

之
童
無
シレ
不
レ
知
レ
愛
二
其
親
一
佛
ノ
之
説
二
諸
經
一
也
）
47
（

。

つ
ま
り
、
天
が
人
民
に
与
え
た
の
が
孝
順
の
道
で
あ
る
。
そ
の
孝
順
の

道
は
人
々
の
心
に
根
ざ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
幼
児
で
も
親
を
愛
す

る
こ
と
を
知
ら
な
い
は
ず
は
な
く
、
仏
も
そ
れ
を
諸
経
の
中
で
説
い
て
い

る
と
し
、
こ
の
伝
記
編
纂
の
意
図
を
述
べ
て
い
る
。
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『
皇
明
百
孝
伝
』
の
構
成
は
ま
ず
、
獨
湛
の
序
が
あ
り
、
そ
し
て
百
四

十
一
人
の
伝
記
を
記
し
、
末
尾
に
獨
湛
の
法
嗣
で
あ
る
悦
峰
（
一
六
五

五
〜
一
七
三
四
）
の
跋
が
あ
る
。
こ
の
伝
記
に
は
中
国
明
時
代
の
中
国
人

百
三
十
八
人
の
略
伝
を
集
載
し
て
い
る
。
そ
し
て
附
と
し
て
一
人
清
時
代

の
伝
記
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
雲
棲
袾
宏
が
明
代
の
名
僧
の
行

実
及
び
語
録
を
略
抄
し
て
輯
録
し
た
も
の
が
『
皇
明
名
僧
輯
略
）
48
（

』
で
あ
る
。

袾
宏
が
『
皇
明
名
僧
輯
略
』
に
出
家
者
の
伝
記
を
集
め
て
い
る
の
で
、
獨

湛
は
そ
れ
を
範
と
し
て
『
皇
明
百
孝
伝
』
に
孝
を
尽
く
し
た
在
家
者
の
伝

記
を
集
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

④
『
近
代
諸
上
善
人
詠
）
49
（

』
道
晶
道
仁
編
一
巻
（
刊
本
）

東
北
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
。『
近
代
諸
上
善
人
詠
』
は
獨
湛
が
収
集

し
た
初
山
宝
林
寺
周
辺
の
往
生
人
に
関
す
る
記
事
を
獨
湛
没
後
に
弟
子
の

麟
道
仁
と
紫
玉
道
晶
が
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
従
っ
て
他
の
往
生
伝
に
は

見
ら
れ
な
い
往
生
人
ば
か
り
で
あ
る
。
無
塵
居
士
の
跋
に
よ
る
と
宝
永
三

年
（
一
七
〇
六
）
に
無
塵
居
士
自
身
が
刊
行
を
志
し
、
獨
湛
寂
後
に
刊
行

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
獨
湛
の
法
姪
（
木
菴
の
弟
子
）
で
あ
る
道

宗
悦
山
（
一
六
二
九
〜
一
七
〇
九
）
が
次
の
よ
う
な
序
を
記
し
て
い
る
。

題
二
獅
子
林
湛
大
和
尚
諸
上
善
人
咏
一

和
尚
自
参
学
以
来
。
禅
浄
双
修
度
二
人
無
数
一
。
及
年
既
邁
。
不
レ

退
二
初
心
一
。
聞
レ
有
下
修
二
淨
土
一
者
。
生
二
浄
土
一
者
上
。
倶
喜
而
不

寐
。
可
レ
知
二
和
尚
一
。
是
古
之
永
明
。
今
之
雲
栖
也
。
其
日
本
近
代

諸
上
善
人
咏
。
若
干
人
。
并
附
捨
命
易
者
。
若
干
人
。
人
人
各
咏
。

厥
功
偉
矣
。
茲
有
二
施
主
一
。
題
二
梓
行
世
一
。
索
二
予
欲
得
一
。
故
二

不
揣
才
拙
一
。
以
応
二
其
命
一
。

黄
檗
法
姪
道
宗
悦
山
敬
書）
50
（

つ
ま
り
、
本
書
の
表
題
を
『
獅
子
林
湛
大
和
尚
諸
上
善
人
咏
』
と
す
る
。

獨
湛
は
参
学
を
始
め
て
以
来
、
禅
浄
双
修
で
多
く
の
人
々
を
済
度
し
た
。

年
を
追
っ
て
も
初
心
が
退
転
す
る
こ
と
な
く
、
浄
土
の
行
を
修
す
る
者
、

浄
土
に
往
生
す
る
者
が
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
は
と
も
に
喜
び
臥
し
て
休
む

こ
と
が
な
か
っ
た
。
禅
浄
双
修
は
古
く
は
、
永
明
延
壽
（
九
〇
四
〜
九
七

五
）
51
（

）、
昨
今
で
は
雲
棲
袾
宏
（
一
五
三
五
〜
一
六
一
五
）
が
行
っ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
日
本
近
代
に
お
け
る
諸
の
上
善
人
の
詠
と
し
て
若
干
名
、

そ
し
て
捨
命
易
者
を
若
干
名
あ
げ
、
各
々
そ
の
偉
功
を
詠
お
う
と
し
た
。

こ
の
書
物
に
表
題
を
付
し
施
主
の
尽
力
に
よ
っ
て
上
梓
す
る
に
当
り
、
私

に
序
を
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
応
え
う
る
才
の
者
で
は
な
い
け
れ
ど
も
命

に
応
じ
た
の
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

諸
上
善
人
の
部
に
は
日
本
人
六
十
七
人
の
往
生
伝
が
収
載
さ
れ
、
各
末

尾
に
二
十
八
文
字
の
詠
が
付
さ
れ
、
六
十
七
人
の
伝
記
の
後
に
は
「
捨
命

易
者
」
と
し
て
三
十
一
人
が
附
さ
れ
て
い
る
。



黄
檗
僧
念
仏
獨
湛
の
著
作
（
田
中
実
マ
ル
コ
ス
）

一
三

と
こ
ろ
で
臨
濟
宗
楊
岐
派
の
道
衍
（
一
三
三
五
〜
一
四
一
八
）
は
イ
ン

ド
人
と
中
国
人
あ
わ
せ
て
一
二
二
人
の
往
生
者
の
略
伝
と
、
各
略
伝
の
冒

頭
に
七
言
四
句
の
賛
を
付
し
た
『
諸
上
善
人
詠
』
を
著
し
て
い
る
。
獨
湛

の
『
近
代
諸
上
善
人
詠
』
で
は
記
述
形
式
か
ら
す
れ
ば
逆
に
往
生
人
の
略

伝
の
後
に
二
十
八
文
字
の
賛
を
付
し
て
い
る
。
獨
湛
は
こ
の
伝
記
を
著

す
際
に
道
衍
の
『
諸
上
善
人
詠
』
の
形
式
を
参
考
に
し
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

○
獨
湛
関
連
著
述

⑫
『
獨
湛
和
尚
念
佛
會
文
）
52
（

』

法
然
院
所
蔵
。『
獨
湛
念
佛
会
）
53
（

』
は
、『
松
橋
正
嫡
保
延
記
』、『
相
頓

義
』、『
観
念
法
門
証
略
注
』、『
五
経
大
全
周
易
首
巻
河
図
洛
書
秡
華
』、

『
建
仁
寺
布
薩
式
』
と
が
合
冊
に
な
っ
た
写
本
で
あ
る
。
表
紙
に
は
中
央

に
『
獨
湛
和
尚
念
佛
會
文
』
と
書
か
れ
、
そ
の
左
部
に
他
の
著
作
の
題
名

が
記
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
不
明
、
多
少
の
虫
食
い
が
あ
る
た
め
全
文
は

読
め
な
い
。『
念
仏
会
』
は
七
頁
に
わ
た
っ
て
本
文
が
記
さ
れ
、
要
所
に

は
割
注
を
付
し
、
朱
色
の
返
り
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。

⑬
『
輓
偈
稱
讃
淨
土
詠
）
54
（

』
一
巻
（
刊
本
）

大
正
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。
獨
湛
が
寂
し
た
際
に
諸
僧
が
そ
の
死
を

悼
み
輓
偈
を
賦
し
た
。『
輓
偈
稱
讃
淨
土
詠
』
の
構
成
は
、
宝
永
三
年

（
一
七
〇
六
）
の
井
上
玄
桐
の
序
、
三
十
三
人
（
僧
三
十
二
人
と
無
塵
居

士
）
の
輓
偈
と
黄
檗
山
萬
福
寺
第
七
代
悦
山
の
四
仏
事
法
語
、
つ
ま
り
鎖

龕
、
掛
眞
、
起
龕
と
進
塔
か
ら
な
っ
て
い
る
。

註（
１
）
拙
稿
「
黄
檗
僧
念
仏
獨
湛
の
絵
画
に
見
る
浄
土
教
」（『
佛
教
論
叢
』
第

五
十
六
号
二
〇
一
二
年
）。

（
２
）
な
お
『
在
家
安
心
法
語
』
一
巻
（
四
十
五
丁
）。
大
賀
一
郎
氏
に
よ
れ

ば
、
原
本
を
初
山
宝
林
寺
の
蔵
書
で
発
見
。
漢
文
体
で
難
読
で
あ
る
た
め

黄
檗
山
萬
福
寺
第
三
十
八
世
が
俗
語
（
和
漢
文
）
に
改
め
、
明
治
十
三

（
一
八
八
〇
）
年
に
出
版
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
黄
檗
文
華
殿
所

蔵
萬
福
寺
文
書
（
明
治
期
）
で
あ
る
『
不
用
書
』（
表
題
の
右
側
に
「
后

日
参
考
ノ
為
メ
」、
左
側
に
「
残
シ
置
」
と
あ
る
）
に
は
本
書
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

出
版
御
届

一

安
心
法
語

壹
冊
中

明
治
十
三
年
六
月
中
出
版

但
し
無
販
賣

右
者
私
著
述
一
宗
之
法
義
ヲ
片
假
名
交
リ
ニ
開
述
仕
候
書
ニ
テ
一
切
條

例
ニ
相
背
候
儀
無
之
候
間
今
度
出
版
致
シ
一
派
ノ
道
俗
無
料
ニ
テ
附
與

仕
度
此
段
御
届
申
上
候
也

山
城
國
宇
治
郡
五
ケ
庄
村
九
百
三
拾
一
番
地
所

黄
檗
宗
天
聖
院
前
住
職

明
治
十
三
年
六
月
十
九
日

著
述
兼
出
版
人

大
講
義
林
道
永

こ
の
出
版
届
に
よ
る
と
『
在
家
安
心
法
語
』
は
刊
記
に
も
あ
る
よ
う
に
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道
永
通
昌
（
一
八
三
六
〜
一
九
一
一
）
の
著
述
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
『
在
家
安
心
法
語
』
は
獨
湛
の
著
作
で
は
な
く
浄
土
真
宗
の
寺
院

に
生
ま
れ
、
明
治
十
四
年
、
四
十
五
歳
で
黄
檗
山
萬
福
寺
第
三
十
八
代
の

住
持
と
な
っ
た
道
永
の
著
作
で
あ
る
。
刊
行
年
月
日
は
道
永
が
萬
福
寺
の

住
持
と
な
る
一
週
間
前
の
日
付
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
一
巻
は
一
丁
か
ら
十
五
丁
ま
で
、
二
巻
は
十
六
丁
か
ら
三
十
八
丁
ま
で
、

三
巻
は
三
十
九
丁
か
ら
六
十
丁
ま
で
、
四
巻
は
六
十
一
丁
か
ら
七
十
二
丁

ま
で
と
い
う
組
み
立
て
に
な
っ
て
い
る
。

（
４
）
『
初
山
励
賢
録
』
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
。
ま
た
浜
松
市
立
中
央
図
書

館
の
所
蔵
も
あ
る
。〈『
獨
湛
全
集
』
第
三
巻
二
二
九
頁
〉。

（
５
）
『
開
堂
法
語
』
京
都
萬
福
寺
所
蔵
〈『
獨
湛
全
集
』
第
三
巻
三
九
一
頁
〉。

（
６
）
『
施
食
要
訣
』
一
巻
。
駒
澤
大
学
所
蔵
〈『
獨
湛
全
集
』
第
三
巻
四
一
一

頁
〉。

（
７
）
『
竹
窓
三
筆
』（『
蓮
池
大
師
全
集
』
第
四
集
「
施
食
法
」、三
九
八
三
頁
）。

（
８
）
『
竹
窓
随
筆
』（『
蓮
池
大
師
全
集
』
第
三
集
、
三
六
六
〇
頁
）。

（
９
）
『
竹
窓
三
筆
』（『
蓮
池
大
師
全
集
』
第
四
集
、
四
〇
〇
〇
頁
）、『
竹
窓

三
筆
』（『
蓮
池
大
師
全
集
』
第
三
集
、
三
七
四
七
頁
。

（
10
）
『
當
麻
寺
化
佛
織
造
藕
絲
西
方
聖
境
圖
説
』
は
京
都
萬
福
寺
、
大
谷
大

学
と
佛
教
大
学
所
蔵
に
文
化
六
年
刊
行
本
が
所
蔵
さ
れ
て
外
題
は
『
翻
刻

當
麻
図
記
』
と
な
っ
て
い
る
〈『
獨
湛
全
集
』
第
三
巻
三
〇
三
頁
〉。

（
11
）
『
當
麻
寺
化
佛
織
造
藕
絲
西
方
聖
境
圖
説
』
は
、
初
刊
は
元
禄
十
三
年

（
義
山
本
）、
そ
し
て
元
禄
十
五
年
（
支
那
本
）、
寛
政
十
一
年
（
寛
政
本
）、

文
化
六
年
（
文
化
本
）
と
明
治
十
九
年
（
明
治
本
）
全
五
回
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
大
賀
一
郎
稿
『
黄
檗
四
代
念
佛
禪
師
獨
湛
に
つ
い
て
』（『
浄
土

学
』
十
八
・
十
九
号
）
参
照
。

（
12
）
『
授
手
堂
浄
土
詩
』
京
都
法
然
院
所
蔵
〈『
獨
湛
全
集
』
第
三
巻
三
四
五

頁
〉。

（
13
）
『
梧
山
舊
稿
』
駒
澤
大
学
図
書
館
所
蔵
〈『
獨
湛
全
集
』
第
三
巻
一
頁
〉。

（
14
）
『
獨
湛
和
尚
全
録
』
三
十
巻
京
都
萬
福
寺
所
蔵
〈『
獨
湛
全
集
』
第
二
巻
〉。

（
15
）
『
檗
宗
譜
略
』
巻
中
三
十
四
右
。
駒
澤
大
学
所
蔵
〈『
獨
湛
全
集
』
第
四

巻
五
二
九
頁
〉。

（
16
）
西
田
耕
三
著
『
近
世
の
僧
と
文
学

―
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
―
』
参

照
。『
陰
隲
録
』
は
儒
佛
道
の
三
教
合
一
の
思
想
を
説
く
道
徳
の
書
物
で

あ
る
。
陰
隲
と
は
天
が
冥
々
の
う
ち
に
あ
っ
て
人
民
を
安
定
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
石
川
梅
次
郎
著
『
陰
隲
録
』（
中
国
古
典
新
書
、
明
徳

出
版
社
）、
西
澤
嘉
朗
著
『
陰
隲
録
の
研
究
』（
八
雲
書
店
）
参
照
。

日
本
で
『
陰
隲
録
』
は
広
く
流
布
さ
れ
、『
和
語
陰
隲
録
大
意
』
ま
で

刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
明
治
十
九
年
十
一
月
、
清
浄
華
院
第
六
十
四
世

安
誉
貫
務
の
序
が
あ
り
、
本
書
末
尾
に
は
明
治
十
九
年
十
二
月
、
洛
陽
五

條
坂
喜
雲
寺
第
二
十
一
世
崇
地
隆
雲
の
跋
が
あ
り
、
一
千
部
施
与
の
た
め

に
刷
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
本
文
の
末
尾
に
は
「
洛
東
西

光
律
寺
蔵
版
」
と
原
本
の
所
在
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
和
語
陰
隲
録

大
意
』
は
諦
忍
の
『
卒
塔
婆
用
意
鈔
』
と
合
冊
に
な
っ
て
い
る
。（
佛
教

大
学
図
書
館
所
蔵
）。

（
17
）
『
自
知
録
』
は
萬
歴
三
十
二
年
（
一
六
〇
四
）
の
序
に
よ
れ
ば
『
陰
隲

録
』
を
粉
本
と
し
て
い
る
と
あ
る
。
従
っ
て
両
本
が
同
内
容
の
も
の
で
あ

る
た
め
合
冊
と
し
て
忍
澂
が
刊
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
酒
井
忠
夫
稿

「
袾
宏
の
自
知
録
に
つ
い
て
」、『
福
井
博
士
頌
寿
記
念

東
洋
文
化
論

集
』
所
収
）。

（
18
）
『
扶
桑
寄
帰
往
生
伝
』
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
（
酉
谷
寺
文
庫
）（
宝
永

丁
亥
（
四
）
歳
孟
夏
月

文
富
堂
田
宗
移
繍
梓
）。

（
19
）
『
扶
桑
寄
帰
往
生
伝
』
巻
上
一
丁
右
〜
二
丁
右
〈『
獨
湛
全
集
』
第
四
巻

五
頁
〜
七
頁
〉。

（
20
）
『
往
生
集
』
全
三
巻
東
晋
か
ら
明
ま
で
の
往
生
者
の
伝
記
を
集
め
た
も

の
。『
大
正
蔵
』
第
五
一
巻
一
二
六
頁
ｂ~

一
五
三
頁
ａ
。

（
21
）
烏
萇
國
王
に
つ
い
て
袾
宏
『
往
生
集
』
巻
之
二
に
「
王
臣
往
生
類
」
中
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五

に
あ
る
。（『
大
正
蔵
』
第
五
十
一
巻
一
三
八
頁
）。
赤
沼
智
善
編
『
印
度

佛
教
固
有
名
詞
辞
典
』
七
〇
〇
頁
に
は
出
典
と
し
て
『
法
顕
伝
』、『
大
唐

西
域
記
』
三
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
印

度
の
国
の
名
。U

dyāna

の
音
訳
。
印
度
カ
シ
ミ
ー
ル
の
西
北
と
あ
る
。

（
22
）
『
海
東
高
僧
伝
』
京
北
五
冠
山
靈
通
寺
住
持
教
學
賜
紫
沙
門
（
臣
）
覺

訓
奉
宣
撰
と
あ
り
、
現
在
二
巻
の
み
現
存
。
韓
国
最
古
の
僧
伝
で
あ
り
、

流
通
一
之
一
と
一
之
二
の
み
が
現
存
し
仏
教
を
朝
鮮
半
島
に
伝
え
た
高
僧

の
伝
記
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。（『
大
蔵
経
全
解
説
大
辞
典
』
参
照
）。『
大

正
蔵
』
第
五
十
巻
一
〇
一
五
頁
ａ
〜
一
〇
二
三
頁
ａ
。

（
23
）
『
扶
桑
寄
帰
往
生
伝
』
の
序
に
は
飛
鳥
時
代
の
推
古
天
皇
（
在
位

五
九
二
〜
六
二
八
）
か
ら
始
ま
り
、
江
戸
時
代
の
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
〜

一
六
七
三
）
に
至
る
往
生
人
を
収
載
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
推
古
天
皇
の

伝
記
は
見
当
た
ら
な
い
。
聖
徳
太
子
の
伝
記
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
推
古
と
は
人
物
で
は
な
く
そ
の
時
代
を
表
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
24
）
長
谷
川
匡
俊
著
『
近
世
浄
土
宗
の
信
仰
と
教
化
』
三
八
〇
頁
〜
三
八
二

頁
。
伊
藤
唯
真
稿
「
往
生
伝
と
浄
土
伝
燈
の
史
論

解
説
」（
扶
桑
寄
帰

往
生
伝

二
巻
）『
続
浄
土
宗
全
書
』
第
一
七
巻
所
収
を
参
照
。

（
25
）
『
元
亨
釈
書
』
三
十
巻
（
虎
関
師
錬
著
一
二
七
八
〜
一
三
四
六
））（『
新

訂
増
補

国
史
大
系
』
第
三
十
一
巻
内
）。

（
26
）
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
一
巻
（
慶
滋
保
胤
著
（
〜
九
九
七
））（『
続
浄
』

第
十
七
巻
一
頁
〜
一
六
頁
）。

（
27
）
『
続
本
朝
往
生
伝
』
一
巻
（
大
江
匤
房
著
（
一
〇
四
一
〜
一
一
一
一
））

（『
続
浄
』
第
十
七
巻

一
七
頁
〜
三
二
頁
）。

（
28
）
『
撰
集
抄
』
作
者
不
詳
西
行
（
一
一
一
八
〜
一
一
九
〇
）
に
仮
託
さ
れ

た
説
話
集
。
九
巻
か
ら
な
り
神
仏
の
霊
験
、
寺
院
の
縁
起
、
高
僧
、
往
生
、

発
心
遁
世
等
の
一
二
一
を
載
せ
る
。

（
29
）
長
谷
川
匡
俊
著
『
近
世
浄
土
宗
の
信
仰
と
教
化
』
参
照
。

（
30
）
『
永
思
祖
徳
録
』、
黄
檗
文
華
殿
所
蔵
。
刊
記
に
は
「
黄
檗
版
其
他
諸
経

印
刷
発
売
元

京
都
市
上
京
区
水
屋
町
通
二
条
下
ル

一
切
経

印
房
武

兵
衛
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。〈『
獨
湛
全
集
』
第
四
巻
二
六
一
頁
〉

（
31
）
希
振
（
陳
昇
）
の
伝
記
に
は
「
丞
相
応
求
公
（
陳
俊
卿
）
之
後
」
と
記

述
が
あ
る
。

（
32
）
『
永
思
祖
徳
録
』
下
巻
二
一
丁
〜
二
二
丁
（
黄
檗
文
華
殿
所
蔵
）〈『
獨

湛
全
集
』
第
四
巻
三
六
四
頁
〜
三
六
五
頁
〉。

（
33
）
『
二
十
四
孝
』
に
「
割
股
療
親
」
の
記
述
が
あ
り
、
自
分
の
股
の
肉
を

割
い
て
病
の
親
に
捧
げ
る
こ
と
は
親
孝
行
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
人
間

の
肉
が
薬
で
あ
る
こ
と
は
中
国
明
時
代
の
『
本
草
網
目
』
と
い
う
医
学
の

書
物
に
も
出
る
。

（
34
）
『
永
思
祖
徳
録
』
下
巻
二
八
丁
（
黄
檗
文
華
殿
所
蔵
）〈『
獨
湛
全
集
』

第
四
巻
三
七
七
頁
〜
三
七
八
頁
〉（
原
文
は
返
り
点
な
し
）。

（
35
）
返
哺
は
、
小
烏
が
幼
時
養
わ
れ
た
報
恩
に
食
を
親
烏
に
与
え
る
。
古
来

よ
り
烏
が
返
哺
の
孝
あ
り
と
い
う
。『
十
六
国
春
秋
』「
烏
有
二
返
哺
之

義
一
必
有
二
遠
人
感
レ
恵
而
来
者
一
」。『
梁
武
帝

孝
思
賦
』「
霊
蛇
銜
レ
珠

以
酬
レ
徳
慈
烏
返
哺
以
報
レ
親
」（
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
第
七
巻

三
九
六
頁
）。

（
36
）
獨
湛
祖
先
の
位
牌
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
表
）有

徳
長
者
振
宇
府
君
神
主

邑
庠
増
廣
生
外
祖
考
若
水
府
君
妣
西
漳
曾
氏
神
主

詔
賜
冠
帯
竹
軒
府
君
神
主

賜
進
士
授
戸
科
給
事
中
継
之
府
君
神
主

擧
明
經
陞
徴
川
知
府
士
渊
府
君
神
主

都
御
史
遠
揚
府
君
神
主

賜
進
士
官
右
布
政
使
士
渠
府
君
神
主

賜
進
士
官
兵
部
郎
中
士
遠
府
君
神
主

賜
進
士
官
都
御
史
時
周
諱茂
烈
府
君
神
主
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賜
進
士
官
南
京
刑
部
郎
千
石
渓
府
君
神
主

賜
進
土
官
南
京
史
部
尚
書
加
太
子
少
保
時
英
府
君
神
主

辭
元
詔
ト
隠
黄
石
祖
府
君
神
主

監
進
奏
院
遷
軍
器
監
簿
直
秘
閣
宓
公
府
君
神
主

賜
進
士
官
徳
安
太
守
仲
論
府
君
神
主

大
相
封
魏
國
公
謚
正
獻
諱俊
卿
府
君
神
主

状
元
及
第
官
参
知
政
事
問

廣
宣
撫
使

諱
文
龍
府
君
神
主

累
擧
大
對
辭
迪
功
即
平
甫
府
君
神
主

賜
進
士
官
員
外
愚
庵
府
君
神
主

觧
元
會
元
官
戸
部
主
事
掌
史
舘
附
一
員
外
中
公
府
君
神
主

賜
進
土
官
南
京
太
常
寺
少
卿
愧
齋
府
君
神
主

賜
進
士
官
南
京
兵
部
侍
郎
玉
柔
府
君
神
主

賜
進
士
官
侍
講
時
顕
府
君
神
主

賜
進
士
公
望
府
君
神
生

大
待
贈
愧
府
君
神
主

明
經
貢
魁
顕
祖
考
希
振
府
君
妣
洪
氏
楊
氏
神
主

顕
孝
逸
土
翊
宣
府
君
妣
慈
惠
金
沙
黄
氏
孺
人
神
主

孝
廉
石
公
社
君
神
主

都
奇

雲
孫
其
昌
瑩
奉
祀

（
裏
）逸

士
翊
宣
府
君

明
經
貢
元
希
振
府
君

大
待
贈
愧
愚
府
君

司
徒
家
届
愚
伊
菴
府
君

清
朝
褒
寵
用
中
音
騰
鸞
道
潜

俊
玄
仁
琳

應
魁
諸
祖
府
君

辭
朝
詔
卜
隠
黄
石
祖
府
君

累
舉
大
對
賜
廸
公
即
平
甫
府
君

丞
相
里
第
祠
封
魏
國
公
謚
正
献
祖
應
求
府君

宋
忠
薫
祠
祖
靖
府
君

唐
遠
祖
莆
田
令
邁
公
曁
頴
川
堂
上

黄
石
大
宗
歴
代
宗
親
祖
此
神主

宋
郡
王
祠
祖
公
進
公

監
進
奏
院
直
秘
閣
復
齋
府
君

二
忠
祠
祖
文
文
龍
祖
瓉
二
府
君

二
烈
祠
祖
繼
之
祖
彦
回
二
府
君

賜
進
士
都
御
史
孝
廉
祠
祖
時
周
府
君

詔
賜
冠
帯
竹
軒
府
君

有
徳
長
者
振
宇
府
君

明
孝
廉
諍
伯
兄
府
君

（
37
）
『
萬
善
同
帰
集
』
巻
四
（『
大
正
蔵
』
第
四
十
八
巻
九
八
二
頁
ｃ
、『
浄

全
』
六
巻
八
〇
七
頁
下
）。

（
38
）
『
護
法
論
』
宋
丞
相
無
盡
居
士
張
商
英
述
（『
大
正
蔵
』
第
五
十
二
巻

六
三
九
頁
ａ
）。

（
39
）
『
蓮
池
大
師
全
集
』
巻
四
（
和
裕
出
版
社
〈
台
湾
〉）
四
〇
一
七
頁
。

（
40
）
『
蓮
池
大
師
全
集
』
巻
二
（
和
裕
出
版
社
〈
台
湾
〉）
二
一
六
五
頁
。

（
41
）
『
往
生
浄
土
伝
』
建
長
六
年
乗
忍
書
写
奥
書

三
冊

真
福
寺
文
庫
（
大

須
文
庫
）
所
蔵
。
戒
珠
（
九
八
五
〜
一
〇
七
七
）
集
と
伝
え
わ
る
。
塚
本

善
隆
著
『
日
中
仏
教
交
渉
史
研
究
』
第
六
巻
「
附
録
第
一

真
福
寺
蔵

戒
珠
集
往
生
浄
土
傳
三
巻
」
二
八
三
頁
を
参
照
。

（
42
）
藤
堂
俊
英
「
宋
・
日
の
蓮
華
勝
会
」（
香
川
孝
雄
博
士
古
稀
記
念
論
集

『
佛
教
学
浄
土
学
研
究
』
所
収
）

（
43
）
道
端
良
秀
著
『
中
国
仏
教
史
全
集
』
第
九
巻
「
第
十
一
章

出
家
は
大

孝
で
あ
る
」
を
参
照
。

（
44
）
『
負
米
図
』
初
山
宝
林
寺
所
蔵
。

（
45
）
藤
原
正
纂
訳
『
孔
子
全
集
』（
岩
波
書
店
）
の
「
孔
子
家
語
巻
第
二
」

の
二
〇
八
四
「
致
思
第
八
」
を
参
照
。



黄
檗
僧
念
仏
獨
湛
の
著
作
（
田
中
実
マ
ル
コ
ス
）

一
七

（
46
）
『
皇
明
百
孝
伝
』
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。〈『
獨
湛
全
集
』
第
四

巻
三
八
一
頁
〉。
内
表
紙
に
「
元
禄
十
五
壬
牛
歳
菊
月
吉
辰

松
葉
軒
利

房
刊
行
」（
一
七
〇
二
年
九
月
）
と
奥
刊
記
に
「
元
禄
十
五
壬
牛
素
秋
穀

日

皇
邑

書
肆

今
井
重
右
衛
門
贈
版
」
と
あ
る
。

（
47
）
『
皇
明
百
孝
傳
』
一
丁
右
〈『
獨
湛
全
集
』
第
四
巻
三
八
五
頁
〉「
孩

提
ノ
之
童
無
シレ
不
レ
知
レ
愛
二
其
親
」
は
『
孟
子
』「
盡
心
章
句
上
」
十
五
を

引
用
し
て
い
る
。

（
48
）
『
皇
明
名
僧
輯
略
』
一
巻
。『
卍
続
蔵
』
第
八
四
巻
三
五
八
頁
ｂ
〜
。

（
49
）
『
近
代
諸
上
善
人
詠
』
一
巻
（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）〈『
獨
湛

全
集
』
第
四
巻
一
九
三
頁
〉。

（
50
）
『
近
代
諸
上
善
人
詠
』
の
序
文
（
原
文
返
り
点
な
し
）〈『
獨
湛
全
集
』

第
四
巻
二
〇
一
頁
〜
二
〇
二
頁
。

（
51
）
永
明
延
壽
、
法
眼
宗
。
臨
安
府
（
浙
遠
江
省
）
餘
杭
の
人
。
二
八
歳
で

雪
峰
の
法
嗣
翠
巌
令
参
に
つ
い
て
得
度
。
そ
の
後
天
台
徳
韶
の
法
を
嗣
い

で
法
眼
宗
三
祖
と
な
る
。
広
順
二
年
（
九
五
二
）
雪
寶
山
資
聖
寺
に
入
り
、

の
ち
に
呉
越
の
忠
懿
王
の
特
請
で
霊
隠
寺
に
住
し
、
ま
た
永
明
寺
（
後
に

浄
慈
寺
）
に
移
っ
た
。
禅
と
念
佛
を
兼
修
し
、
夜
に
別
峰
で
行
道
念
佛
す

る
の
を
常
と
し
た
。

（
52
）
『
獨
湛
和
尚
念
佛
會
文
』
京
都
法
然
院
所
蔵
。〈『
獨
湛
全
集
』
第
三
巻

四
七
五
頁
〉。

（
53
）
『
獨
湛
念
佛
会
』
法
然
院
の
「
理
函
」
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。〈『
獨
湛

全
集
』
第
三
巻
四
七
五
頁
〉。

（
54
）
『
輓
偈
稱
讃
淨
土
詠
』
大
正
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。〈『
獨
湛
全
集
』

第
三
巻
四
四
一
頁
〉。

（
た
な
か

み
の
る

ま
る
こ
す

特
別
研
究
員
）
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〈Summary〉

The writings of Obaku monk Nembutsu Dokutan

TANAKA Marcos Minoru

The fourth chief monk of Obaku-san Manpuku-ji temple, Dokutan (1628–1706) came to Japan in the

early Edo period with Ingen. As he spread Nembutsu practice by the Safuku Nembutsu Zu, he is called

Nembutsu Dokutan. Although he belongs to the Chinese Buddhist tradition that practices both Zen

and Pure Land, he has connections with eminent monks of Japanese Pure Land sect Jodo-shu, and left

many books and pictures of Pure Land teaching. As a basic phase of the study on Dokutan, this paper

has annotated his written works.

Key words: Dokutan, Obaku-shu, Ingen, Zen and Pure Land Practices




